
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 4月 11日 

留 学 先 大 学 マッコーリー大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2016年2月－2016年12月 

明 治 大 学 で の 所 属 文学部文学科英米文学専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

出発前には前段階として留学先の慣習などを勉強していきました。ところどころでは何気ない行動が相手にとったら失礼に

当たるかもしれないので勉強しておくことをお勧めします。オーストラリアの場合たとえバス停に人が立っていても手を振って

呼ばない限りバスは止まりません。しておいてよかったと思うことは何より留学した先輩と連絡を取ることです。自分の場合同

じ大学に留学した先輩がいたのでより細かい話が聞けて非常に役立ちました。インターネットなどでは学べないよりリアルで価

値のある話が聞けるので頼ることをお勧めします。自分の場合準備不足だと思ったことは留学先で何を学びたいかちゃんと

決めていかなかったことです。もちろん入学した後に履修登録をするわけですが自分の場合学部指定がなく様々な選択が

ある中で学ぶことが出来ました。日本では英米文学を専攻していたので大まかにそのようなことをやろうと考えていました。し

かしながら一概に文学といっても近世なのか中世なのか授業が非常に細かく分類されています。さらには履修便覧もすべて

英語で書かれているためまだ友達もできないであろう入学前に一人でこなすのは至難の業です。しっかりと日本で自分の学

びたいことを明確化しておくことをお勧めします。出発前はテストなどと重なり思うように準備が進みません。留学が決まった

その日から出発から逆算して計画的に行うことをお勧めします。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：学生ビザ 申請先：オーストラリア 
ビザ取得所要日数：一カ月 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：550 ドル 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

現在のオーストラリアへの学生ビザの取得は大使館自体での取り扱はなくすべてオーストラリア大使館のホームページよりオ

ンラインのみでの申請になっており、取得の際にはパスポート、留学先大学からの入学申請許可書（ＣＯＥ）、あと費用はオン

ラインのみのためクレジットカードが必要になります。パスポートは入学条件を満たすためのＩＥＬＴＳ、ＴＯＥＦＬを受けるときに

必要だったのであらかじめ手配してありました。特に一人暮らしの学生の場合住民票の提出を求められるので本籍地が東京

に移っていない場合家族に手配してもらわないといけないのと申請が通るまで一週間程度かかるので早めに作っておくこと

をお勧めします。入学申請許可書は協定留学の面接合格後留学先の大学からメールで届いたのでそのあとから申請を始

めました。しかし申請書はすべて英語で書かれているうえ毎年多くの留学生を受け入れる大学の場合手配ミスでメール自

体届かない可能性があるので注意しておく方がいいと思います。クレジットカードは全て親に手配してもらいました。自分の留

学であるとはいえ両親などの助けをもらうことをお勧めします。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

ビザの申請は全てオンラインで行っており、まずイミアカウントの登録が必要となります。その後ビザのタイプを選んだあと質問

に答えて、情報を書き込んだのちに申請完了となります。申請には一カ月程度かかり自分は申請が通ったのかのメールが

届かず後にイミアカウントにログインして確認してみたらすでに申請が通ってビザが取得できている状態でした。あっさり申請

でき取得できているかも曖昧なため不安に思うことがあると思いますが焦らず確認してみるといいと思います。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 



なし 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

私がビザ申請をした今年度は昨年と違ってなぜか健康診断が必要ありませんでした。どのネットからの情報を見ても健康診

断は必須と書いてあったので大変混乱しました。またそのような質問を大使館に問い合わせようと思っても限られた日にち

の限られた時間帯でしか問い合わせが出来ないため回線が混雑して問い合わせもできなくて困りました。そのようなときはい

ち早く教育事務室に連絡し同じ留学先の生徒と連絡を取り合いながら解決していくのが一番かと思います。自分の留学する

その年にビザの改正点があるかもしれないので常にそのような情報には耳を傾けておくといいと思います。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

僕の場合現地での現金はあらかじめ日本でキャッシュパスポートを作っておきました。このキャッシュパスポートは留学先に

あるＡＴＭでマスターカードが使えるところはどこでもお金を引き落とせるというものです。ただ一概にこれをお勧めすることは

できません。なぜならば私が留学したオーストラリアでは現地でパスポートに代わる身分証明書を作ろうと思った場合現住所

の記載がある証明書が必要になり、その証明書を作るには現地で銀行口座を開設しなければなりません。なので私の場合

２個現金を引き落とせる口座があり非常にめんどうくさかったです。さらにキャッシュパスポートで現金を引き落とす場合毎回

３ドルの手数料がかかるためかえって不便です。携帯電話はこちらで電話専用の携帯を買いました。２０ドルくらいで手に入

るのでお得だと思います。もう片方のもとからあった携帯はＷＩ－ＦＩがあるところでしか使えないためこのようにしました。もし一

台の携帯で済ませたいなら必ず日本でＳＩＭロックをしてください。ＳＩＭロックにはその携帯自体が必要なので日本で済ませて

おく必要があります。また日本からオーストラリアに持っていける荷物の最大重量は３０ｋｇまでです。自分はこれを勘違いし

て一個のスーツケースが３０ｋｇまでと思い２個のスーツケースあわせて４８ｋｇ持って行ってしまい、結果空港で超過料金２

８，０００円を払うことになりました。もし荷物が多くなりそうならあらかじめ荷物を送っておくといいと思います。  

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 カンタス航空 

航空券手配方法 
姉が留学した際にお世話になったコーディネーターの方に手配してもらいました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 シドニー航空 現地到着時刻 １０時頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 １時間弱 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港で迷子にならないように大学手配の出迎えの集合場所の確認をしておいた方がいいと思います。 

大学到着日 ２月１７日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学から送られてきた資料のうちネットから申込み、スカイプを通して面接を行った後完了。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

出発ぎりぎりで申し込みをすると安いところが予約でいっぱいで希望通りのところに行けず高いところに住む可能性がある。 

 



3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ２１日から一週間 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：１３，０００円） 

内容と様子は？ 主に新入生同士で友達を作るために様々なゲーム等。中には多量に飲酒する者もあるので自己

判断で。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ２月２９日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

在留届の提出が必要です。すべてネットで行えます。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

はい。最寄りの銀行でパスポートをもって開設できます。その日に開設出来て料金は無料でした。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

はい。最寄りの携帯会社でＳＩＭカードと本体を購入したのち、その日に２０ドル程度で手に入れられます。  

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（２月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（２月１７日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

他の学生と同じように登録しました。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
朝食                                     

9:00 
Introduction to 

International 

Communication 

(lecture) 

朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 

10:00 
Critical Thinking 

(lecture 1) 

勉強 勉強 Exploring 

English 

(tutorial) 

自由時間 自由時間 自由時間 

11:00 
Introduction to 

International 

Communication 

(tutorial) 

勉強 勉強 洗濯・掃除                   

12:00 
昼食 昼食 Approach to 

English 

Literature 

(lecture 1) 

昼食 昼食 昼食 昼食 

13:00 
      サークル 昼食 勉強                   

14:00 
Critical Thinking 

(tutorial) 

Exploring English 

(lecture 1) 

Exploring 

English 

(lecture ２) 

勉強                   

15:00 
勉強       Approach to 

English 

Literature 

(lecture ２) 

勉強                   

16:00 
勉強 Critical Thinking 

(lecture 2) 

Approach to 

English 

Literature 

(tutorial) 

勉強                   

17:00 
ジム 勉強 勉強 ジム ジム             

18:00 
ジム 勉強 勉強 ジム ジム             

19:00 
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 

20:00 
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間                   

21:00 
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間                   

22:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

全てが初体験の自分にとってまるで赤ん坊のようにすべてに好奇心旺盛で日々楽しさが募っています。留学先大学ではそ

の大学ならではの学習スタイルと雰囲気があります。とにかく日々が充実しすぎていてうまく言葉で表現できません。ただ一

つ言えることは自分が留学に行きたいと思って下した決断は決して後悔がありません。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学はとにかく自分との戦いです。いかに自分が外の世界に足を踏み出すかによって留学の幸福度も変わっていきます。

確かに授業はものすごくきついですし、海外経験のない学生の場合大げさな話地獄のように感じるかもしれません。しかしそ

こから得られるものは何百倍にもなって返ってきます。僕は平凡な大学生で終わりたくない、何か大学生中に大きなことを成

し遂げたいという思いから留学を決意しました。おかげで普通の大学生では決してできないような経験をたくさんしています。

ぜひその一歩を踏み出してください。 

 


